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トップメッセージ

当社グループは、2015年からの5ヵ年における「新中期経営計画 SUZUKI NEXT 100」－創立100周年・次
の100年に向けた経営基盤の強化－を策定し、今年で3年目を迎えました。2019年度目標の連結売上高3兆
7,000億円及び営業利益率7%の継続的達成に向けて順調に推移しております。

一方、自動車を取り巻く環境の変化や市場競争の激化により、今後、環境・安全などの研究開発、インドを中
心とした成長投資に注力することが必要になってきております。そのような中で、当社は、新中期経営計画達成
のため、以下の課題に取り組んでまいります。

＜コンプライアンス＞
当社の四輪車の燃費・排出ガス試験業務について、国が定める規定と異なる不正な取扱いを行っていたこと

を受け、法令教育やコンプライアンス研修の強化、認証業務における責任の明確化、社内チェック体制の強化
などの対策を速やかに実施いたしました。今後とも全社を挙げてコンプライアンスの強化を図ってまいります。

＜品質＞
当社は、お客様の安全・安心を最優先に考え、高品質でお客様に安心してお使いいただける製品の開発・生

産とアフターサービスの提供に努めております。今後とも、お客様の求める品質を的確に捉えながら、全部門が
品質意識を緩めることなく活動し、お客様が引き続き安心して製品をお使いいただけるように全力を尽くしてまい
ります。

＜商品と研究開発＞
環境問題への配慮が企業に求められる中、自動車業界においても環境技術、低燃費化技術などが求められ

ています。また、自動車を取り巻く環境も変化してきており、安全技術はもとより、情報通信技術などにも取り組む
必要があります。当社グループは、今後ともお客様に求められ、安心してお使いいただける商品を提供してまいり
ます。

＜生産＞
国内においては生産計画を達成するための人員の確保、全世界において安全第一の工場を実現するための

教育や安全設備導入などを強化しつつ、製造品質の向上を図るとともに、世界最適生産体制の構築に努めて
まいります。

＜四輪車事業＞
国内四輪市場においては、登録車で初めて10万台の販売を達成することができました。インドでは旺盛な需要

を受け、新たにグジャラート新工場が稼働し、さらに2019年初めの稼働を目指してグジャラート第二工場とエンジ
ン・トランスミッション工場の建設も計画しております。当社グループの大黒柱である国内四輪車事業、インド四
輪車事業をさらに太く強くするとともに、アセアン、欧州、パキスタン等の四輪車事業を強化することで利益源泉
の多角化、「オールグリップ」構造改革を進めてまいります。
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＜二輪車事業＞
「150cc以上」「バックボーン」「スポーツ」のカテゴリーに注力することを基本に、大排気量車から小排気量車

までシリーズ化を行い、一貫したスズキブランドの強化を行っています。2016年度は固定費削減やコストダウン
に注力し、年度末には「GSX-R1000」、「GSX-R150」などの新型モデルを投入しました。今後、これら新型車
の拡販を図るとともに、経営改善を進めることにより、黒字体質化を実現してまいります。

＜船外機事業＞
アメリカ市場での販売を重点的に強化することに加え、アジア市場の開拓を進め、「THE ULTIMATE 

4-STROKE OUTBOARD」を新ブランドスローガンとし、世界一の4ストローク船外機ブランドを目指してまいりま
す。

＜環境・社会活動＞
当社は、環境保全のための地域と密着した様々な奉仕活動に加えて、2016年度は、地球温暖化の抑制に

寄与するための太陽光発電事業の推進、被災地域支援などを実施いたしました。また、スズキ財団、スズキ教育
文化財団を通じて研究助成や奨学援助にも取り組んでおります。今後は、国際的に機運が高まっている人権問
題、国内における課題である働き方改革などにも積極的に対応してまいります。

当社グループは、今後とも成長のための投資と経営基盤の強化とのバランスをとりながら、企業価値の向上に
向けた取り組みを着実に進めてまいります。

これからも世界中のお客様に愛され、信頼されるスズキを目指して、環境・社会の課題解決に真剣に取り組ん
でまいりますので、皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2017年12月
スズキ株式会社
代表取締役社長

鈴木 俊宏
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当社グループは、「消費者（お客様）の立場になって価値ある製品を作ろう」を社是の第一に掲げてきました。今後もお客様に喜ばれ
る真の価値ある製品づくりに努めてまいります。
「小さなクルマ、大きな未来。」をスローガンに、お客様の求める小さなクルマづくり、地球環境にやさしい製品づくりに邁進いたします。

あらゆる面で「小さく・少なく・軽く・短く・美しく」を徹底し、ムダのない効率的な健全経営に取り組んでまいります。
役員及び従業員は、法令、社会規範、社内規則等を遵守し、公正かつ誠実に行動してまいります。

スズキは1962年にスズキグループの会社方針を示す「社是」を制定し、企業の社
会的使命を果たすことへの努力目標、自分が所属する会社という組織に対する努力
目標、自分自身への努力目標を掲げました。

スズキは「価値ある製品を」をモットーとして、全従業員が価値の創造者となるべく、
日々努力を続けています。

代表取締役及び関係役員等が出席する経営会議において、CSR活動における課題や方針、対策等について議論しています。経
営と一体となった、実効性のある活動の推進を目指しています。

経営の基本方針 

社是

CSR推進体制

企業理念

ＣＳＲ方針

自動車産業を取り巻く情勢の変化、様々なステークホルダーの皆様からの声やSDGs（国連の持続可能な開発目標）をはじめとする
社会的要請などを踏まえ、当社グループが抱える解決すべき課題の中から、次の6項目をCSR活動における重点課題と定めました。こ
れからもお客様に価値ある製品をお届けし、社会の皆様とともに持続的な成長を目指してまいります。

CSR活動における重点課題

スズキのCSR活動における重点課題

1.品質 お客様の安全・安心のための技術開発と品質管理
2.コンプライアンス 法令順守とマネジメント体制
3.環境 環境技術開発と環境保全
4.社会貢献 地域社会への貢献や教育支援
5.企業価値 安定的な経営基盤の構築
6.人財 グループの人財育成と労働安全衛生
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地域社会

従業員

環　境

株主・投資家
の皆様

お取引先様

お客様

「価値ある製品づくり」のために、お取
引先様と対等な立場で相互に協力
し、信頼関係を構築するとともに、法
令遵守・人権尊重・環境保全につい
ての取り組みを実践し、パートナーとし
て共に繁栄できる関係を構築します。

調達活動、共同開発、マネジメントや
実務担当者による意見交換会　など

共存共栄を目指して

お取引先様

迅速かつ適切、公平な情報開示を推
進していくとともに、株主・投資家の皆
様との対話に努め、経営基盤の強化
と企業価値の向上に取り組みます。

定時株主総会、機関投資家向け説明
会、個人投資家向けIRイベント 各種
報告書発行 など

企業価値の向上を目指して

株主・投資家の皆様

人びとの暮らしに役立ち、心を満たす
真の「価値」ある製品づくりのため、時
代の足音に耳を傾け、人の心に寄り
添いながら、技術と真心をもって挑み
続けます。また、迅速で確実、気持ち
良い販売・アフターサービス活動を心
がけ、お客様の満足のためにベストを
尽くします。

営業活動、お客様相談室、お客様イ
ベント・安全運転講習会の開催　など

お客様の満足のために

お客様

従業員が自己の向上につとめ、常に
意欲的に前進することができるよう、
次のことに取り組みます。
①従業員が安全・安心かつ健康に働

ける職場づくり
②高い目標に挑戦する人財を評価・

支援する体制づくり
③良好で安定した労使関係づくり

働きやすく、働きがいのある
職場づくり

従業員 地球環境保全への取り組みは、経営
上の最重要課題であることを認識し、
持続的発展が可能な社会の実現に
向けて「スズキ地球環境憲章」に基
づき、全ての事業活動及び製品にお
ける環境保全を推進します。

地球環境保全への取り組み

環境

積極的な地域社会とのコミュニケー
ション活動や社会貢献活動により、地
域の一員としての責務を果たし、地域
社会の発展に貢献します。

労使協議会、安全衛生委員会、相談
窓口、目標チャレンジ制度、自己申告
制度　など

環境計画2020の策定と報告、各種
環境イベントの開催・参加、環境教
育・講習会 など

国内外各事業拠点における地域貢
献活動、教育支援活動、スズキ歴史
館 など

地域に愛される企業を
目指して

地域社会

対話・コミュニケーション方法

対話・コミュニケーション方法
対話・コミュニケーション方法

対話・コミュニケーション方法

対話・コミュニケーション方法

対話・コミュニケーション方法

各ステークホルダーに対する取り組み
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スズキは、2016年4月に、従来のスズキ行動憲章や行動基準等を見直し、新たな行動指針として、スズキグループの役員及び従業員が健全

に職務を遂行するための「スズキグループ行動指針」を制定しました。

スズキグループがCSR活動を推進していくためにも重要な指針であり、この行動指針をスズキグループ各社に普及・定着させるため、携帯

用冊子の配布や社内ホームページへの掲載、社員研修等を実施しています。

スズキグループ行動指針（抜粋）

お
客
様
の
た
め
に

（1）価値ある製品・サービスの実現
スズキグループは、社是の第一に掲げる「消費者の立場になって価
値ある製品を作ろう」の精神に則り、お客様の期待を超える製品とサ
ービスを提供します。

（2） 品質への取組み

スズキグループは、お客様の安全・安心を最優先に考え、高品質で
お客様に安心して使っていただける製品の開発・生産を行い、その
アフターサービスを提供します。
スズキグループは、万が一品質に関わる問題が発生した場合におい
ても、お客様の声に真摯に対応し、問題を早期に把握して、徹底的
な原因究明に基づく措置を講じ、お客様が引き続き安心して製品を
お使いいただけるように全力を尽くします。

（3）人権の尊重 スズキグループは、各国・各地域の法令を踏まえ、人権に関する様々
な国際規範を理解し、基本的人権を尊重します。

働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
た
め
に

（4）労働安全・交通安全

スズキグループは、職場環境を整備し、安全な職場づくりに努めま
す。
スズキグループは、労働災害を発生させないための安全教育を徹底
します。

（5）改善活動の推進と仕事の基本ルール遵守

スズキグループは、社員による職場改善のための創意工夫を奨励し
ます。
社員からの改善提案は、評価して有効なものは採択し、横展開して
グループ全体の発展に繋げます。
スズキグループは、仕事の基本ルールを策定し、社員に徹底します。

株
主
そ
の
他
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
に

（6）法令等の遵守（コンプライアンス）

スズキグループは、独占禁止法等の競争関係法令、その他公正な
商取引に関する法令、社会規範が国や地域によって異なる可能性
があることを認識しつつ、それらを把握した上で、スズキグループの社
員がそれぞれの国や地域の法令、社会規範を遵守するよう教育を
徹底します。

（7）環境活動

スズキグループは、「スズキ地球環境憲章」に則り、美しい地球と豊
かな社会を次の世代に引き継いでいくために、一人ひとりの行動が
地球の未来を左右する大きな力を持つことを自覚し、地球環境保全
に取り組みます。

（8）反社会的勢力との関係の遮断 スズキグループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会
的勢力及び団体との関係は一切遮断することを徹底します。

スズキグループ行動指針


	01_はじめに
	トップメッセージ
	企業理念
	CSR方針




